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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，状況が時々刻々と変化する中で状況の判断を強いられる場面におい
て，ジュニアサッカー選手はどのように視線を動かし，情報を捉えているのかという問題について検討した．ま
た，ジュニアサッカー選手の視覚探索方略における発達的変化を検討した．さらに，視覚探索方略における成人
サッカー選手との類似点や相違点について検討することを目的とした．その結果，年齢を重ねていくにつれて，
状況判断能力は向上することが示された．また，ジュニアサッカー選手と成人サッカー選手の違いは，相手選手
への注意配分であった．

研究成果の概要（英文）：In their research project, we examined the question of how junior soccer 
players move their eyes and capture information in situations where they are forced to judge the 
situation as the situation changes from moment to moment. We also examined developmental changes in 
the visual search strategy of junior soccer players. Furthermore, the purpose of this study was to 
examine similarities and differences with adult soccer players in visual search strategies. As a 
results, the decision-making skill was shown to improve as the age increased. In addition, the 
difference between junior and adult soccer players was the distribution of attention to the opposing
 players.

研究分野：スポーツ心理学，コーチング科学

キーワード： スポーツ科学　実験系心理学　眼球運動　知覚運動スキル　ジュニアサッカー選手　意思決定　視覚探
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究における学術的・社会的意義の一つとしては，ジュニアサッカー選手は年齢とともに競技歴が長くなるに
つれて状況判断能力が向上し，小学生5～6年生の段階で，成人サッカー選手との有意差が示されなくなることが
分かった．つまり，状況判断トレーニングを行う時期の一つとしては，小学生高学年を1つと目安とすることが
考えられる．
また，ジュニアサッカー選手は，成人サッカー選手のほど相手選手に注意を向けていないことが新たに示唆され
た．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 サッカーのように，状況が時々刻々と変化する時間的・空間的制約の厳しいゲーム環境
下において，プレー目的に応じて，適切なタイミングで正確に技術を発揮するためには，
体力やテクニックだけではなく，知覚認知的側面のスキルが求められる．そのため，知覚
認知的側面のスキルは，サッカーをはじめとする様々なスポーツにおける熟達化の重要な
要因と考えられている．さらに，実際の競技場面において求められるスキルは，情報の入
力と出力が融合していることから，近年では，知覚と運動の相互作用に関する研究が求め
られている． 
サッカー選手の知覚スキルや運動スキルに関しては，これまで主に成人選手を対象とし

た研究が数多く行われている．これまでの研究において，サッカーの戦術的局面における
意思決定とそれを支える視覚探索活動について検討を行ってきた．その結果，意思決定に
優れているサッカー選手は，意思決定に劣っている選手と比較して，相手選手やパスを狙
った選手により視線を向けていることを報告している．しかしながら，ジュニアスポーツ
選手を対象とした研究においては，身体的な発育との関連から運動能力の発達過程の検討
はなされているものの，知覚スキルや運動スキルと発育・発達の関連性を検討した研究は
ほとんど検討されておらず，今後の研究課題の一つとして指摘されている．その上，ジュ
ニアスポーツ選手の知覚スキルや運動スキルの特性や発達的変化，成人スポーツ選手との
共通点や差異についての知見を得ることは，ジュニアスポーツ選手に対する適切なトレー
ニングやコーチングに繋がる可能性が考えられる． 
 
２．研究の目的 

 そこで本研究では，ジュニアサッカー選手を対象に，サッカーの戦術的局面における意思決
定中の眼球運動を測定・分析することで，ジュニアサッカー選手における知覚運動スキルの特
徴やその発達的変化，成人スポーツ選手との類似点や相違点について検討することを目的とし
た．具体的な課題は，以下の 3点とした． 

 まず，研究 1 では，サッカーの戦術的局面において意思決定中の眼球運動を測定するた
めのシミュレーション環境を実験室内に構築した．成人サッカー選手として，大学生サッカ
ー選手を対象に，神経心理学的検査およびサッカーの戦術的局面における意思決定に関する
実験を行った．このことにより，妥当性の高い実験環境を確保すると同時に，情報の入力
から出力までを包括的に捉えることのできる計測環境を構築することができ，安定した実
験環境下での精度の高い実験が可能となる． 
 次に，研究 2では，7 歳から 12 歳のジュニアサッカー選手を対象に，神経心理学的検
査およびサッカーの戦術的局面における意思決定に関する実験を行った．このことにより，
「異なる年齢間で基本的な認知機能に差異はあるのか」，「異なる年齢間で，意思決定の
正確性や情報収集の仕方にどのような違いがあるのか」という問題について検討し，そし
て，ジュニアサッカー選手における知覚運動スキルの特徴やその発達的変化に関
して，実験的な立場からの知見を得ることを目的とする．  
 さらに，研究 3 では，2 つの研究を通じて得られたデータと比較することで，ジュニアサッ
カー選手と成人サッカー選手の視覚探索方略における類似性や相違性を検討した．また，実際
のスポーツ場面において素早く適切な意思決定を行うための視覚探索方略に関する知見を得る
ことを目的とした． 

 

３．研究の方法 

 研究課題 1では，まずフィールド状況での状況判断場面について高解像度カメラを用いて映
像化し，ライフサイズの大型スクリーンに投影することで妥当性の高い実験環境を構築した．
大学生サッカー選手を対象に，サッカーにおける戦術的局面における意思決定課題を行った．
課題遂行中の眼球運動を計測するために，高速な指標を追従するために小型眼球運動計測装置
（ナックイメージテクノロジー社製，EMR-9）を用いた．運動スキルの測定に関しては，パス
動作を身体運動として捉えることとした． 

実験では，複数のパスコースが出現する瞬間で遮蔽されるように編集された映像を用いた．
実験参加者は，映像を視聴し，映像遮蔽後にスクリーン上の最善のパス選択肢と思われる味方
選手に向かって足元に置かれたボールをパスすることが要求され，このテスト中の視線の動き
を計測した．実験参加者には，自分自身にとって最善の判断を行い，正しいタイミングで適切
な強さによって正確にボールを蹴るように教示した． 

 得られた眼球運動データから，注視回数，1 回注視当たりの注視時間，視線配置割合を分析
した．視線配置割合に関しては，スクリーンに提示されたサッカーの映像から， 味方選手 

（Attacker: A），相手選手（Defender: D），相手選手にマークされている味方選手（Attacker 

closely marked by a defender: A/D），ボール保持者（Player in possession: PiP），スペース
（Space: S），ボール（Ball: B），その他（Other: O）の 7カテゴリーを作成し，frame by frame 

分析を行った． 

 研究課題 2 では，当初，ジュニアサッカー選手を対象に，課題 1 と同様に実験環境にお
いて，身体動作を伴う実験課題を行うことを検討していたが，ジュニアサッカー選手の頭
部サイズの個人差が大きく，眼球運動計測機器がずれてしまうことによるキャリブレーシ



ョンの不安定化が生じたため，研究内容を精査し，時間的な制約を考慮した結果，身体動
作を伴わない状態での意思決定課題を行うこととした．計測環境の空間的制約はあるもの
の，スクリーンに映る選手に対する視野角を実像サイズと誤差±1°以内に収めることによ
って，可能な限り生態学的妥当性の高い状況での実現を目指した．また，基本的な認知機能
を評価するための神経心理学的検査を用いて認知機能の評価も行い，認知的成熟度を考慮
することによって，「異なる年齢間での差異が，基本的な認知機能によるものであるのか，
サッカー特有のものであるのかについて検討した． 

 研究課題 3では，研究課題 2における実験内容の変更に伴い，研究課題 1の対象者とは
異なる大学生（成人）サッカー選手を対象として，これまでと同様の実験を行った． 
 
４．研究成果 

 (1) 成人サッカー選手の視覚探索および身体運動の包括的評価実験（研究 1） 

 

 ハイレベルサッカー選手 8 名（HP）およびローカルレベルサッカー選手 8 名（LP）を対象
に，意思決定テストにおける意思決定の正確性および視覚探索方略について検討した．意思決
定テストにおいて，HP は LP よりも有意に優れた意思決定を行っていた．眼球運動データで
は，HP は守備者に対して有意により長い時間視線を向けていることが示された．これらのこ
とから，実験室環境下において大型スクリーンと実際のパス動作によるパフォーマンス評価を
もとに簡便に知覚運動スキルを評価することができた． 

 

 (2) ジュニアサッカー選手の視覚探索方略における発達的変化の検討（研究 2） 

 

 意志決定の正確性は，カテゴリーが上がるにつれて向上していくことが示された．また，意
志決定の正確性が，発育に伴う基本的な認知機能の向上によるものであるのか，それとも，
サッカー特有のスキルの起因するものであるのかを検討するために神経心理学的検査を行
った．その結果，異なる年齢間で認知機能スコアに有意差が示されなかった．これらのこ
とから，本研究の成果として，異なる年齢間における基本的な認知機能に差異はなく，サ
ッカーの意思決定における正確性の違いは，視覚情報の収集方略が影響していると思われ
る．しかしながら，各年齢群における視覚探索方略に顕著な違いは示されず，小学生年代
では，視覚探索方略の発育発達に伴う変化は生じていない可能性が推察される．本研究で
確認された意思決定の正確性と視覚探索方略の関係に関しては，今後さらに詳細な検討を
行う必要がある．また，本研究では，ジュニアサッカー選手を対象に，知覚運動スキル評
価用シミュレーション環境の構築を試みたが，計測機器の制約などから，新たな計測環境
の構築までは至らなかった．今後，知覚運動スキルを評価する新たな計測環境を構築を目
指していきたい． 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 異なる年齢群による視線配置割合（%） 

 

 

 (3) ジュニアおよび大学生（成人）サッカー選手における知覚運動スキルの相違性と類似性
の検証 

（研究 3） 

  

 ジュニアサッカー選手と大学生サッカー選手における意思決定スキルと視覚探索方略におけ
る相違性や類似性について検討した．意思決定スキルの正確性においては，U-12 年代と大学
生の間で有意差が示されなかったことから，おおよそ小学生高学年頃から，成人と同じような
意思決定をすることが出来ることが推察された．視覚探索方略における違いとしては，ジュニ
アサッカー選手は大学生サッカー選手よりもボール保持者に対して長く視線を向けているのに
対して，大学生サッカー選手は，相手選手により長く視線を向けていることが示された．これ
らの結果から，実際の指導場面においては，状況判断トレーニングを取り入れる時期としては，
小学生高学年以降が一つの目安となり，その際には，コーチはジュニアサッカー選手に対して，
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相手の位置や動きを見ることを促すコーチングが重要なことの一つであると考えられる．今後
は，フィールド状況において，さらなる調査を継続する予定である． 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 異なる年齢群による意思決定の正確性（%） 
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